
項   目 主 要 施 策 ・ 成 果 ・ 予 算 執 行 実 績 

１．総   括 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．農作物共済 

勘   定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

概要 
農業を取り巻く環境は、政府が交渉参加を表明したＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）

など、予断を許さない状況が続く中で、北海道で唯一の市町村営による農業共済事業と
して、コンプライアンス（法令等遵守）の徹底を図るとともに、加入者間の公平を図り
信頼される農業共済を目指し運営を行った。 
平成１８年度から市町村農業共済事業の事務費補助金が地方交付税に一般財源化さ

れているが、本年度の算定額は、前年度より７９７千円増となる４１,１５５千円とな
り、一般会計より繰入れたが、業務勘定の繰越金は２,５７１千円減となり、事業運営
に危機感を持たざるを得ない状況となっている。 
また、国の農業共済組織の１県１組合化の推進を受け、道内は５つのブロックで検討

することとなり、本町は十勝農業共済組合と十勝管内農業共済組合等組織再編検討委員
会で協議を行っており、再編後の基本構想案のほか、家畜診療業務のＪＡ士幌町への嘱
託継続や、多頭飼育加入者の負担軽減措置など、大きな課題解決に向け協議を継続して
いる。 
なお、勘定ごとの報告については次のとおりである。 
 

１．引受 
平成２６年産小麦は、平成２５年秋に戸数２５０戸、面積２５２,７５０ａの引受

を完了し、共済金額は１,２８９,１０６千円となった。前年対比は、戸数は３戸減で、
面積は４,３２４ａ減、共済金額では、６９,４０９千円増となった。 
平成２７年産小麦は、平成２６年秋に耕作者が全圃場の実測を行い、引受戸数２４

７戸、引受面積２４４,１８９ａが確定し、前年対比は、面積で８,５６１ａ減、共済
金額では、２６，７５０千円減となった。 

 
年度別農作物（小麦）引受状況 

項   目 
平成27年産 

（26年度引受） 

平成26年産 

（25年度引受） 

平成25年産 

（24年度引受） 

加入戸数   （戸） 247 250 253 

引受面積   （ａ） 244,189 252,750 257,074 

共済金額   （円） 1,262,356,351 1,289,106,132 1,219,696,701 

共済掛金徴収額（円） 34,505,340 39,510,976 37,126,209 

納入保険料  （円） 13,724,241 15,571,364 14,636,325 

手持共済掛金 （円） 20,781,099 23,939,612 22,489,884 

 
２．被害 

平成２６年産小麦は、融雪期に一部ほ場において、凍上害の影響による欠株や生育
ムラが発生した。また、収穫期において降雨により収穫を中断するなど、品質の低下
が見られたが、平年並みの収量となった。 

共済金支払状況 

項   目 
支払対象被害 共済減収量 

(㎏) 

支払共済金 

   （円） 

被害率（％） 

戸数 面積(a) 戸数 面積 金額 

平成26年産 

（25年度引受） 
41 33,110 300,004 20,174,417 16.4 13.1 1.6 

平成25年産 

（24年度引受） 
5 4,118 23,590 916,492 2.0 1.6 0.1 
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３．家 畜 共 済 
勘 定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無事戻支払状況 

項  目 
支払 

戸数 

無事戻金額（円） 

支払年月日 連合会特別

交 付 金 

特別積立金 

取 崩 額 
計 

平成26年度 240 8,035,208 32,140,835 40,176,043 平成26年9月29日 

平成25年度 1 11,895 47,581 59,476 平成25年9月27日 

 
３．経理状況          
    歳 入 額    １３９,９８３,９３２円 
    歳 出 額      ９７,７８８,０６６円 
    剰 余 金        ７,６９０,５２６円（議会認定後積立金に振替予定） 
    責任準備金       ２０,７８１,０９９円 
    未払保険料    １３,７２４,２４１円（平成２７年産麦納入保険料） 

積 立 金     ２８９,５９１,１４５円 
      法定積立金     ５５,０６０,１１２円 

特別積立金   ２３４,５３１,０３３円 
 

１．引受 
引受では、未加入及び離農により加入戸数は３戸減となり、全共済目的合計で対前

年比１５８頭の減となった。 
 
２．今年度の活動及び事業内容 
（１）事故低減対策 

嘱託獣医師と連携し、高被害率農家への指導・啓発 
乳用子牛等の事故低減対策を連合会と協議 

（２）家畜共済制度の周知 
農家個別巡回での制度説明 

（３）異動通知の適正化 
乳牛の雌等は、前月の異動状況を加入者へ確認後に異動処理 

   乳牛の雌等の現地個体照合 
個体識別情報と家畜共済の個体整理簿を突合システムで照合確認 

（４）予防事業等 
特定損害防止事業（繁殖障害） 
畜舎等衛生事業（消毒事業） 

（５）事故畜の確認 
   死廃事故畜のテレビ電話等による現地確認 

 病傷事故の現地での聞き取り 
 

３．引受実績 
引受頭数は、全共済目的合計で６１,７６２頭、前年対比１５８頭減となり、総共

済金額は７,３２８,０６０千円で、肥育用成牛及び子牛の１頭当たり評価額の見直し
があったため、前年対比３３７,０４４千円増となった。 
事故除外方式は、乳牛の雌等で１６戸、その他の肉用成牛では３戸の計１９戸が１

号除外方式（特定事故等を除く死廃事故の補償はなく、病傷事故の補償はあり）を選
択した。 
 

引受状況 

共済目的 年度 戸数 引受頭数 共済金額 (円) 徴収共済掛金(円) １頭当共済金額(円) 

乳 用 成 牛 

26 

25 

増減 

72 

73 

△1 

13,865 

13,838 

27 

2,318,616,551 

2,303,977,971 

14,638,580 

139,062,007 

129,770,955 

9,291,052 

167,228 

166,496 

732 
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乳用子牛等 

26 

25 

増減 

57 

58 

△1 

13,070 

12,886 

184 

330,766,009 

252,994,789 

77,771,220 

25,307 

19,633 

5,674 

肥育用成牛 

26 

25 

増減 

28 

29 

△1 

32,087 

32,150 

△63 

4,471,173,100 

4,272,268,600 

198,904,500 

67,801,348 

70,945,707 

△3,144,359 

 

139,345 

132,885 

6,460 

肥育用子牛 

26 

25 

増減 

5 

5 

0 

1,974 

2,321 

△347 

92,724,900 

72,546,200 

20,178,700 

46,973 

31,256 

15,717 

そ の 他 の 

肉 用 成 牛 

26 

25 

増減 

8 

8 

0 

365 

345 

20 

80,611,300 

63,123,950 

17,487,350 

220,853 

182,968 

37,885 

そ の 他 の 

肉用子牛等 

26 

25 

増減 

8 

8 

0 

377 

352 

25 

29,076,950 

18,875,300 

10,201,650 

77,127 

53,623 

23,504 

一 般 馬 

26 

25 

増減 

6 

7 

△1 

23 

25 

△2 

5,011,200 

6,130,400 

△1,119,200 

276,781 

197,869 

78,912 

217,878 

245,216 

△27,338 

種 雄 牛 馬 

26 

25 

増減 

1 

2 

△1 

1 

3 

△2 

80,000 

1,098,400 

△1,018,400 

3,946 

77,340 

△73,394 

80,000 

366,133 

△286,133 

合 計 

26 

25 

増減 

実103 

実106 

△3 

61,762 

61,920 

△158 

7,328,060,010 

6,991,015,610 

337,044,400 

207,144,082 

200,991,871 

6,152,211 

118,650 

112,904 

5,746 

 
４．死廃事故の発生状況等 

総事故頭数は２,７２６頭、支払共済金は２７３,９２１千円で前年対比では４３頭
増、２８,１７６千円増となった。 
死廃事故の乳用成牛は、暑熱による影響が少なかったが、乳房炎など一部疾病は増

加傾向にあり、頭数被害率は、全道１８組合等の中では高いランクとなった。乳用子
牛等は、昨年度より頭数被害率が増となり、全道平均を上回った。肥育用成牛は、昨
年度からほぼ同様の頭数被害率となり、肥育用子牛は、昨年度より頭数被害率が増加
し、全道平均を上回った。 
なお、死廃共済金の支払限度額を超過した加入者は、乳牛の雌等で１３戸、肉用牛

等で２戸である。 
 

（１）乳用成牛 
７９７頭で前年対比７３頭増、頭数被害率は５.７％で前年対比では０.５％増と

なり、全道組合等の中で高いランクに位置している。 
（２）乳用子牛等 

７８８頭で前年対比１４頭減、頭数被害率は６.０％で前年対比では０.２％減と
なり全道平均を上回った。 

（３）肥育用成牛 
８６８頭で前年対比１１頭増、頭数被害率は２.７％で前年対比同となった。 

（４）肥育用子牛 
２５５頭で前年対比３７頭減、頭数被害率は１２.９％で前年対比０.３％増とな

り、全道平均を上回った。 
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共済目的ごとの死廃別頭数及び支払共済金 

共済目的区分 

死  廃  事  故 

頭  数 
転帰区分別頭数 支払共済金 

（円） 死亡(うち法令殺) 廃 用 

乳用成牛 797 434   (10) 363 134,848,988 

乳用子牛等 788 742 46 19,478,460 

肥育用成牛 868       812 56 104,715,868 

肥育用子牛 255       253 2 12,847,923 

その他の肉用成牛 4         3 1 866,852 

その他の肉用子牛等 13         8 0 1,071,225 

一般馬 1 1 0 91,200 

種雄牛馬 0         0 0 0 

合   計 2,726 2,258   (10) 468 273,920,516 

前年度実績 2,683 2,286    (4) 397 245,744,520 

増   減 43 △28   (6) 71 28,175,996 

 
５．病傷事故の発生状況等 

総給付件数は１３,９９２件で前年対比８０８件増、支払共済金は１４１,７３０千
円で前年対比３,００６千円増となった。 
病傷事故の乳用成牛は生殖器病が減少、泌乳器病と消化器病は増加し、乳用子牛等

は、従前同様、消化器病と呼吸器病が事故の大半を占めている。 
 

（１）乳用成牛 
給付件数は１０,４４５件で前年対比９０５件増、頭数被害率は７５．３３％で

前年対比６.３９％増となった。 
なお、特定損害防止事業の効果として、繁殖障害（次表では内生殖器）が平成１

１年度には５,５８３件で給付相当額４８,３９０千円だったものが、平成２６年度
には１,５３９件で１０,３２４千円と大幅に減少している。 
主な病類別は次表のとおりである。 

病  類 年 度 件   数 頭数被害率 (%) 

総 件 数 

26年度 10,445 75.33 

25年度 9,540 68.94 

増 減 905 6.39 

内泌乳器 

26年度 4,951 35.71 

25年度 3,999 28.90 

増 減 952 6.81 

内生殖器 

26年度 2,072 14.94 

25年度 2,232 16.13 

増 減 △160 △1.19 

内消化器 

26年度 666 4.80 

25年度 618 4.47 

増 減 48 0.33 

そ の 他 

26年度 2,756 19.88 

25年度 2,691 19.45 

増 減 65 0.43 
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４．畑作物共済 
勘 定 

 
 

 
 
 
 

（２）肥育用成牛 
給付件数は９８０件で前年対比２９４件減、頭数被害率は３.０５％で前年対比

０.９１％減となった。 
主な病類別は次表のとおりである。 

病  類 年 度 件   数 頭数被害率 (%) 

総 件 数 

26年度 980 3.05 

25年度 1,274 3.96 

増 減 △294 △0.91 

内呼吸器 

26年度 633 1.97 

25年度 948 2.50 

増 減 △315 △0.98 

内消化器 

26年度 181 0.56 

25年度 194 0.60 

増 減 △13 △0.04 

内運動器 

26年度 55 0.17 

25年度 62 0.19 

増 減 △7 △0.02 

そ の 他 

26年度 111 0.35 

25年度 70 0.22 

増 減 41 0.13 

（３）給付状況 

項 目 

病  傷  事  故 

件 数 
支払共済金（円） 

嘱託診療所分（農協） その他（開業医等） 計 

26年度 13,992 141,400,668 328,940 141,729,608 

25年度 13,184 138,544,555 178,670 138,723,225 

増 減 808 2,856,113 150,270 3,006,383 

 
６．経理状況 

歳 入 額     ４８７,９７６,２０９円 
歳 出 額     ４７４,９７９,６４８円 
剰 余 金              ０円 
責任準備金      １２,９９６,５６１円 
家畜責任準備金    ５,３６６,３７４円 
技術責任準備金    ７,６３０,１８７円 

積 立 金     ２５２,０１３,７１２円 
法定積立金  １１７,５３５,３７２円 
特別積立金  １３４,４７８,３４０円 

 
１．引受 

平成２６年産の加入状況は、引受戸数は２５５戸、引受面積は６４４,３０９ａ、
共済金額は５，１０７，９１４千円となり、前年対比の戸数は１戸減、面積は８,９
３２ａの増となり、共済金額は、３５２,２３１千円の増となった。 

引受状況 
 
 
 

   項目 

区分 

加入 

戸数 

引受面積 

（ａ） 

引受収量 

（㎏) 

共済金額 

（円） 

徴収共済掛金 

 A   (円 ) 

納入保険料 

 B    (円) 

手持共済掛金 

A-B  (円) 

ばれいしょ 231 207,060 58,854,235 2,093,703,529 25,123,171 13,957,407 11,165,764 
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２．被害 
平成２６年産の生育状況は、春先は低温だったが、植付・播種作業は順調に進んだ

ものの、６月上旬は干ばつ傾向で推移し、その後、長雨が発生した。 
ばれいしょは、着粒数は平年並みであったが、肥大が順調であったため平年を上回

る収量となった。 
豆類は、干ばつの影響を受けたが順調に生育した。収穫期の降雨により金時に若干

の色流れが発生したが、平年を上回る収量となった。 
てん菜は、春先の霜害や全町的に西部萎黄病が発生し、大きな被害となり低収量、

低糖分になった。 
 

共済金支払状況 

項目 

区分 

支払対象被害 共済減収量 

 （㎏） 

共 済 金 

（円） 

被害率（％） 

戸数 面積(ａ） 面積 金額 

大 豆 2 505 1,463 441,826 1.9 0.2 

小 豆 0 0 0 0 0.0 0.0 

い ん げ ん 0 0 0 0 0.0 0.0 

て ん 菜 157 138,660 7,469,838 124,998,577 67.6 6.7 

ｽ ｲ ｰ ﾄ ｺ ｰ ﾝ 6 2,290 7,842 259,489 3.9 0.1 

計 実 160 141,455 7,479,143 125,699,892 32.6 4.3 

前年度実績 実  51 16,864 123,722 10,177,206 3.9 0.4 

共済金支払年月日  平成２７年 １月２９日（てん菜・スイートコーン） 
                    平成２７年 ３月３０日（全相殺大豆） 
仮払金精算状況（平成２５年産分） 

    項目 

区分 

仮払金精算額 

(円) 
仮払金精算年月 

ば れ い し ょ 2,347,095 

平成26年8月 た ま ね ぎ 0 

計 2,347,095 

仮払金支払状況 

項目 

区分 

支払対象被害 共済減収量 

 （㎏） 

仮 払 金 

（円） 

被害率（％） 

戸数 面積(ａ） 面積 金額 

ば れ い し ょ 19 11,990 157,807 5,180,184 5.8 0.2 

た ま ね ぎ 2 943 87,448 4,764,166 31.8 6.9 

計 実 21 12,933 245,255 9,944,350 6.2 0.5 

仮払金支払年月日  平成２６年１２月２６日 
 
 
 

大 豆 109 36,211 853,911 247,924,076 14,570,879 8,094,957 6,475,922 

小 豆 234 89,205 1,670,568 484,516,200 20,495,096 11,386,211 9,108,885 

い ん げ ん 171 45,316 478,726 135,352,406 6,573,382 3,651,916 2,921,466 

て ん 菜 234 205,170 111,757,513 1,859,204,861 29,282,538 16,268,126 13,014,412 

ｽ ｲ ｰ ﾄ ｺ ｰ ﾝ 167 58,380 6,810,919 219,172,570 1,183,582 657,584 525,998 

た ま ね ぎ 6 2,967 1,260,467 68,670,241 2,317,623 1,287,569 1,030,054 

計 実 255 644,309 － 5,107,913,883 99,546,271 55,303,770 44,242,501 

前年度実績 実 256 635,377 － 4,755,682,694 91,317,852 50,732,425 40,585,427 
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５．業 務 勘 定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無事戻支払状況 

項目 

 

区分 

支払 

戸数 

無事戻金額（円） 

支払年月日 連合会特別

交 付 金 

特別積立金 

取 崩 額 
計 

畑 作 5 品 目 45 4,532,569 8,924,734 13,457,303 

平成26年9月29日 露 地 野 菜 101 384,014 156,306 540,320 

計  実129 4,916,583 9,081,040 13,997,623 

 
３．経理状況 
    歳 入 額  ２７１,４０３,８８５円 
    歳 出 額   ２４１,４２６,６０８円 
    剰 余 金   １７,７８１,４５９円（議会認定後積立金に振替予定） 
    畑作物支払備金    １２,１９５,８１８円（ばれいしょ・たまねぎ分） 
    積 立 金  ４０２,１３５,２６７円 
     法定積立金   ２５４,８７３,４２８円 
     特別積立金    １４７,２６１,８３９円 
 
業務勘定は、平成１８年度から事務費補助金が地方交付税へ税源移譲された一般会計

繰入金、加入者負担の事務費賦課金、基金利子収入が主な財源となっている。 
 

１．一般会計繰入金 
前年度の共済事業の地方交付税は４０，３５８千円だったが、今年度は４１,１５

５千円となり前年度より７９７千円増額となった。 
 
２．事務費賦課金 
  事業量が大きく動いていないため、ほぼ前年度並みである。 
 

３．基金利子収入 
    低利率のまま、ほぼ前年度並みである。 
 
４．繰越金 
    前年度繰越金３６,３６３千円から２,５７１千円減の３３，７９２千円を、次年度
へ繰り越すこととなった。 

 
５．経理状況 
    歳入額   １６５,７０６,０６３円 
    歳出額    １３１,９１４,０００円 
    繰越金      ３３,７９２,０６３円 
 
６．加入状況 

加入者数 

加  入  者  内  訳 

当然加入者

（農作） 

任 意 加 入 者 

家畜のみ 畑作のみ 家畜と畑作 計 

349人      247人      88人       12人       2人    102人 

 
７．特定損害防止事業の実施状況 

区  分 
実  施  頭  数 

26年度 25年度 

繁殖障害 7,064 頭 7,168 頭 
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８．連合会支払賦課金                       （単位：円） 

区     分 金      額 

支払事務賦課金 

農 作 物 共 済 981,517 

家 畜 共 済 8,529,479 

畑 作 物 共 済 2,255,607 

計 11,776,603 

支払防災賦課金（家畜） 2,058,696 

 
９．奨励事業及び損害防止事業                                    （単位：円） 

区     分 26年度 25年度 24年度 

家畜一般損害防止事業委託料（乳検） 3,451,000 3,400,000 3,400,000 

家畜特定損害防止事業委託料（農協） 12,504,120 12,522,620 12,995,650 

畜舎等衛生事業助成金（農協） 3,600,000 3,600,000 1,000,000 

乳房炎防除対策指導検査手数料（連合会） - - 1,775,005 

 
１０．委嘱状況 
（１）農業共済事業運営協議会委員 １７人 

（委嘱期間：平成２５年４月２日から平成２８年４月１日までの３年間） 
（２）損害評価会委員 
     農畑作物共済部会 ２５人 
     家畜共済部会        ５人 

（委嘱期間：平成２５年４月２日から平成２８年４月１日までの３年間） 
（３）共済連絡員（委嘱期間１年間） 
     農作物関係 １１人（麦作集団長に委嘱） 
     畑作物関係  ４９人 
     家畜関係     ８人 
（４）損害調査員（委嘱期間１年間） 

農作物 ３３人 
      畑作物  ４９人 
（５）推進員（委嘱期間１年間） 
     農作物 ３３人 
     畑作物 ４９人 
 
１１．主な会議  

年 月 日 概        要 

平成26年 6月 2日 第1回損害評価会農畑作物共済部会 

平成26年 6月27日 第3回十勝管内農業共済組合等組織再編検討委員会正副委員長会議 

平成26年 8月 6日 第3回十勝管内農業共済組合等再編検討委員会 

平成26年 9月24日 第1回家畜共済に係る北海道NOSAI・町内関係団体意見交換会 

平成26年11月26日 第2回家畜共済に係る北海道NOSAI・町内関係団体意見交換会 

平成26年12月 4日 第2回損害評価会農畑作物共済部会 

平成26年12月25日 第3回損害評価会農畑作物共済部会 

平成27年 1月30日 第3回家畜共済に係る北海道NOSAI・町内関係団体意見交換会 

平成27年 2月 5日 第1回損害評価会家畜共済部会 

平成27年 2月12日 第4回十勝管内農業共済組合等組織再編検討委員会正副委員長会議 

平成27年 2月27日 第4回損害評価会農畑作物共済部会 
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平成27年 2月27日 農業共済事業運営協議会 

平成27年 3月18日 農業共済事業のあり方検討委員会 

平成27年 3月23日 第5回十勝管内農業共済組合等組織再編検討委員会正副委員長会議 
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